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H38a HETE-2によるブラックホール候補天体 V4641 SgrのX線フレアの観測
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V4641 Sgr (= SAX J1819.3−2525)は、1999年の発見以来、過去数回にわたって、X線、可視光、および電波
での活動が記録されている連星 X線トランジェントである。光学伴星の視線速度の観測から、主星は 10M⊙ 程
度の質量をもつブラックホールと考えられている。また、電波によって超光速運動が観測され、ローレンツ因子
Γ ∼ 10に及ぶ超相対論的ジェットを持つと思われており、活動銀河核の一種になぞらえて “microblazar”とも呼ば
れる特異なX線星である。活動期間が短いことも特徴的で、1999年のX線アウトバーストは 1日も続かなかった。

HETE-2の広視野 X線監視装置WXMは 2005年 6月 26日 04:05 UTにこの天体の方向からのフレアを検出
した。このフレアは、一見 γ線バーストのような、1秒程度の幅の鋭いスパイクを幾つも示す複雑な構造をもち、
100秒ほど続いた。そのスペクトルは軟かく、kT = 1 keVの黒体輻射に若干の硬Ｘ線テールを加えたモデルで表
現でき、最大X線強度は∼ 7× 10−8erg cm−2 s−1 に達した。

以上の特徴は過去に記録された V4641 SgrのX線フレアの特徴に一致する。また、このHETE-2によるX線フ
レアの検出に先だって、光学対応天体の増光と、低い強度でのX線の活動が報告されていたことからも、HETE-2
の捕えたフレアもこの天体から発生したものに間違いないと考えられる。


